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１．見直しの経緯

　現在の温泉地学研究所の地震観測点（強震観測点や

広帯域地震観測点を除く）は、1989 年から 1997 年にか

けて構築され、それ以後はテレメータ装置や地震計の

入れ替えはあるが位置の移動はない（温泉地学研究所

,1999）。しかしながら、今回気象庁から一元化震源の高

精度化を進めるため観測点のより精密なデータの照会が

あったため、改めて調査を行った。

２.　見直しの方法と結果

　観測点の設置当時は 1/25000 の地図から標高を読み取

っていたと考えられるが、今回は国土地理院提供の基盤

地図情報（数値標高モデル）を使用した。具体的には、

フリーソフトウェアのカシミールに観測点座標値を入力

し、得られた標高を観測点の地表面の標高とした。使用

した標高基盤地図情報のデータは、レーザー測量による

5m メッシュと、等高線データから作成された 10 ｍメッ

シュの数値標高モデルである。埋設型の観測点では、観

測点構築時の報告書に記載されたセンサーの着底深度

（設置深度）分を標高から引いた値を、センサーの標高

とした。

　表 1に調査結果を示す。観測点の位置情報は観測デー

タを識別するためのチャンネル番号などともに、検測処

理を行う win システムのチャンネル表に記載されてい

る。センサー高度の計算値と現行のチャネル表に書かれ

た値の差が、右端の列に書いてある。5m メッシュの数

値標高モデルの精度は 0.3m、10m メッシュで 2.5m とさ

れているが、山地の観測点であり起伏の変化も大きいこ

となどを考慮して、チャネル表の値と計算値の差が四捨

五入して 1m 以内であれば、高度の変更は行わないこと

とした。したがって、今回の調査によって高度の変更が

あった観測点は、裾野、大又沢、寄、金時、塔の峰、湯

河原の 6 か所である。また、湯河原観測点は、温泉地

学研究所の地表観測点（上下動）に加えて、1990 年よ

り建設省（当時）・建築研究所の湯河原・幕山観測点の

埋設型地震計のデータ（水平 2 成分）を共有しており、

2008 年より前は埋設型のセンサーと地表設置型センサ

ーの位置が異なっていた。2008 年の観測網更新の際に、

地表観測点の位置にマンホールを構築し、3 成分の地震

計が設置されたが、チャネル表は更新されないまま埋設

型センサーの位置が記されていたため、地表型観測点の

位置に座標を変更したうえで高度の修正を行った。今回

の変更による震源位置への影響はごく小さく、震源決定

精度への影響は無視できる程度であると考えられる。

　以上の結果は気象庁に伝達するとともに、JDXnet に

流して情報共有を行った。なお、2015 年 12 月現在の微

小地震観測点の座標値を表 2にまとめた。
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表１　観測点ごとの標高とセン

サー高度。右端の列が、標

高から着底深度を引いた値

であるセンサー高度（計算

値）と、チャネル表に記載

のセンサー高度の差。標高

を変更した観測点は、セン

サー高度（計算値）を赤数

字で示し、その右肩に＊を

付した。

表２　2015 年 12 月現在の観測点

の座標。


